ミュンヘン日本人国際学校における「国際感覚育成教育プロジェクト」 by 前田 直子
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　2013 年 4 月、学校法人ミュンヘン日本人国際学校（Japanische Internationa-

























　ミュンヘン日本人国際学校は 1994 年 3 月、全日制の私立学校としてドイツ・
バイエルン州ミュンヘン市に設立された。それ以前には、ミュンヘンには
1975 年 4 月に設立された公益法人ミュンヘン日本語補習授業校（Japanisches 








































　1993 年当時のドイツといえば、1989 年 11 月にベルリンの壁が崩壊、翌月に
 2） http://www.merkur-online.de/aktuelles/bayern/hohe-uebertrittsquoten-allen-
tricks-aufs-gymnasium-mm-371980.html
 近年は増加傾向にある。2010 年、バイエルンでは 41,5％の見込み。2000/01 は
34.4 ％だった。http://www.sueddeutsche.de/muenchen/raumnot-an-muenchner-
schulen-druck-auf-gymnasien-waechst-1.1800994














1994 年に設立された暁には 50 人以上の入学が見込まれ、さらに 2～3 年後には
100 人を越すことは間違いないとして、日本政府に学校開校に向けた支援と援
助を呼びかけた。
　これをうけて 1993 年 9 月、外務省と文部省の 1994 年度予算の概算要求に
ミュンヘン全日制日本人学校が組み込まれ、まずは大蔵原案が作成された。翌
年の 2 月 15 日にはミュンヘン日本人学校新設に係わる経費が政府原案として
承認され、全日制日本人学校準備委員会も早速、1993 年 4 月 13 日を開校予定
とした生徒募集と入学案内を作成した。この段階で 5 名の教員が日本の文部科
学省から派遣されてやってくること（以下、派遣教員とする）、そこに現地採











　実際に、1994 年 4 月 13 日には上バイエルン行政管区政府（Regierung von 


























































には、本校が小学部 1～6 年、中等部 1～3 年で構成されること、全日制で土曜
日も授業を行うことができること、日本の学校システムに則って学校年度の開




















小学部 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年





　小学部ではこれに基づき、1～2 年生には週 5 時間、3～6 年生には週 4 時間


























小学 1 ～4 年：20 分×3 回







全学年：週 2 時間 ・ネイティブ 2 名6）（非常勤　週 2）
フランクフルト
日本人国際学校
小 1：週 2 時間






全学年：週 2 時間 ・ネイティブ
ミュンヘン
日本人国際学校
小学 1 ～2 年：週 5 時間






た、講師の数も、確かに近年の児童生徒数の増加に伴い、2015 年 3 月にそれ
 6） 2 名のうち 1 名は日本育ちで日本語が堪能。授業は基本的にドイツ語で行う。
 7） ネイティブ 4 名のうち 2 名は日本語が堪能。日本語ができない講師とは日本人主任
が TT を組む。　
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　2013 年 4 月から 3 年間の人数の推移は以下のとおりである。
小学部 中学部
学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
2013 年 4 月 23 34 20 22 15 20 11  8 11 164
2014 年 4 月 23 29 23 20 19 12 23  9  8 166
2015 年 4 月 29 30 32 27 23 20 17 20  9 207
　ただし、年間を通じていつでも編入者と退学者がいるため、人数は常に変動
する。一例として 2014 年の人数は、年度初めの 4 月には 166 名、同年 7 月末
には 155 名、8 月末には再び増えて 171 名、11 月末には 175 名、1 月末には 180








　クラス編成だが、本校のドイツ語の授業は小学 1、2 年は学年ごと、小学 3、
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4 学年と 5、6 学年、中学部はそれぞれ合同で行っている。小学 1、2 年は各学
年内で、合同のクラスは学年横断的に、進度ないしレベルに応じて 2014 年度














　小学 3 年生以上は、2013 年度までは初級、中級、上級ないしバイリンガル・
















クラス 初級 初級 初級
初級または
バイリンガル10）




2013 9 8 6 14 15 5
2014 8 8 7 10 9 10
2015 7 7 7 8 7 7 8 8
学年 3/4 5/6




2013  8 20 14 11 14 10
2014 16 15 12  8 13 10
2015 16 18 16  9 6 15 11 11
中学生
学年 7/8/9（中学）




2013  8 13  9 
2014 14 16 10
2015 10 17 10  9
2.1.2.????????
　2013 年度から 2015 年度における各学年の使用教材とその概要は以下のとお
りである。
小学 1 年生：Bärenspaß 1, Gilde Verlag, 2008
　同教材は、休暇を森で過ごすシュナイダー家の人たちと、その森に住む小熊
のベニー親子の物語を扱っている。教科書にはドイツ語も書かれているが、そ










小学 2 年生：Fabuli, Ernst Klett
　アルファベートを学ぶための教材である。個々のアルファベートの読み方、
書き方、そのアルファベートが使われている様々な語彙を学ぶ。ドイツ語に特




























中学生中級～：Magnet A2, Deutsch für junge Lerner, Ernst Klett











学　年 1 2 3/4
教　材 Bärenspaß 1 Fabuli Mega 1


















教　材 Magnet A1  Deutsch für junge Lerner












Magnet A1  Deutsch für junge Lerner (Lek.1-10)
Magnet A2 Deutsch für junge Lerner (Lek.11-20)




2013 Lektion5~ Lektion10~ Lektion18~
2014 Lektion0~ Lektion9~ Leektion16~
2015 Lektion0~ Lektion5~ Lektion13~ Lektion15~








　2015 年度から 4 クラスになったことで、3、4 年生以上はレベルをさらに細
かく分けることができるようになった。3、4 年生以上の 2 学年ないし 3 学年
合同の授業のクラス分けの場合、すでに前年度ないし前々年度から指定の教材
を使って勉強している学年が主に上級に振り分けられることになる。逆に、4
月からの新入生は 2014 年度までは初級、2015 年度からは超初級に振り分けら
れ、ドイツ語のアルファベートを学ぶことからはじめる。その中間層の児童生























































小学 5・6 年生、中学 1・2・3 年生
　「小学 5 年生以降のドイツ語の授業は、成人向けの授業内容とほぼ同様にな




になることを目的のひとつとします。検定試験は通常、2 月か 3 月の年度末に
行われます。























































　なお、2012 年から 2015 年までの合格実績は以下のとおりである。
小学 中学
学年 4 5 6 7 8 9
試験 A2 A1 A2 A1 A2 A1 A2 A1 A2 B1 A1 A2
??
2013 4 2 1 2 3 4 1 1 1
2014 4 1 7 3 3 2 1 1 1
2015 1 5 3 4 4 2 4
2013 年 3 月合格実績　合格者 A1：13 名　A2：6 名　B1：1 名（不合格者なし）
　※  8 年生の B1 合格者は、現地校に長く通っていた経験のある、いわゆるバ
16） まれに B1 の受験者もいるが、これは少数であることから、他の一般の受験者に混
じって成人向けの試験を受けることになる。




2014 年 2 月合格実績　A1：15 名　A2：8 名（不合格者なし）
2015 年 3 月合格実績　A1：12 名　A2：11 名（不合格者なし）
　※  B1 は 7 年生と 8 年生で一人ずつ受験した生徒がいたが、いずれも部分合
格のみ。（面接とリスニングの 2Modul の合格者 1 名と、作文のみの合格
者 1 名）









































































































































































































































































小 3 のミュンヘン市内見学や消防署見学、小 4 の貯水場見学やプラネタリウム










画することも可能である。例として、2013 年度には小 5 が、社会科の「日本
の農業～米作り～」の単元から発展させ、ミュンヘン環境教育センター（Öko-
logisches Bildungszentrum München）でのパンのワークショップに参加した
し、2014 年度には小 4 が社会科の「くらしを支える水」の単元の発展として





ることも MT の活動である。ゲストティーチャーの例では、2014 年度に小 4
の社会「特色ある地域の産業」の枠内で、本校の保護者でバイオリン製作者の
方に来ていただき、バイオリン作りの歴史や材料、道具について説明をしてい












































































































































































































































目標 ドイツ語に親しむ　   











年間スケジュール 1 学期：Bären Spaß Lek. 1-3                     
2 学期：Bären Spaß Lek. 4-6
  　　　文化祭（劇）






































































































































　  b-1)　MT における派遣教員たちとの協力および支援























































































































































2015 年度 ○小  ・ 中
??










































































































































































2014 年度 ○小  ・ 中
??











































































































































































2015 年度 ○小  ・ 中
??




























































































































































































2014 年度 ○小  ・ 中
??










































































































































2013 年度 ○小  ・ 中
??





























































































































2014 年度 ○小  ・ 中
??























































































































































2015 年度 ○小  ・ 中
??






































学活 1 ②歌「Was ist schon für die Ewigkeit?」
記録・コメント：
① セバン・スズキさんのスピーチを YouTube で視聴し、今回の文化祭のテーマが「環境
問題」であること、ドイツ語だけでなく英語でも劇を行うことを伝える。













































































































2013 年度 ○小  ・ 中
??

































































































文化祭  『分裂ベルリン、統一ベルリン Geteiltes Berlin, vereintes Berlin』
記録・コメント：


































































2014 年度 ○小  ・ 中
??


























































































































































2015 年度 ○小  ・ 中
??
































































































































































2014 年度 小  ・ ○中
??




















































































































































2015 年度 小  ・ ○中
??




























































































































































































2014 年度 小  ・ ○中
??




































































































































































2015 年度 小  ・ ○中
??






































































































































































　まずは小 1 から小 5 までのテーマ設定から、大きく 3 つの傾向が見て取れ
た。すなわち、小 1 や小 2 のように「目指す児童像」を念頭においたもの、小
3 の「自国文化・異文化理解」（図工）のように、テーマを通して「表現力」
という「つけたい力」の育成を狙ったもの、2014 年度の小 4 の「水」（社会）






















































































































ター）、2014 年度の小 4（ビール醸造所）、2014 年度の中 1（動物園内の動物園
学校（Tierparkschule））が、地域人材の活用は、2015 年度の小 3「読み聞かせ

















































































人の異なる意見― 1978 年のセバスティアン・ハフナー （Sebastian Haffner）、







































・教科書：Leben gestalten 9. Unterrichtswerk für den katholischen Religions-






























































　□お祭りで   □苦々しい経験
　□母と子   □ひどいことになったかもしれない！
































































































































































































































ミュンヘン史跡めぐり Gedenkstätten und Denkmäler in München 
～第二次世界大戦 空爆とその被害～ 
 
はじめに            





1942 年から 1945 年の間に 73 回（71～74 まで諸説ある）、爆撃をうけた。 
これら空爆により、ミュンヘン市の建築資材の 45％が破壊された。旧市街地では 4 分の 3 の建
築物と 5 分の 4 の住宅が破壊され、約 30 万人が家を失った。空爆による死者数は、資料によっ
て、6400 から 6632 人とされる。これら死者に加え、疎開と兵役招集によって、敗戦時、ミュン
ヘンの住民数は戦前の約半数になった（約 47 万）。 
 
■空襲の被害 死者：6,400～6,632 人  負傷者：1 万 5,800 人 




1)  戦争追悼碑（Kriegerdenkmal im Hofgarten） 




ルンハート・ブレーカー（Bernhard Bleeker）の「死んだ兵士（Der tote Soldat）」の彫刻が置
かれている。 
    










2) ナチの官僚地区（Königsplatz と Karolinenplatz）の空爆被害 
 1930 年にクーニヒ広場とカロリーネン広場（Karolinenplatz）の間にある宮殿が ナチの本部とな
ったことで、クーニヒ広場はナチの官庁地区と発展していった。 
 
‐ゲシュタポ本部（Hauptquartier der geheimen Staatspolizei）Brienner Straße 20 
1933 年 10 月、ヴィッテルスバッハ宮殿（Wittelsbacher Palais）（1848 年建設・ゴシック様式）
にゲシュタポ本部が設置された。1944 年の連合軍の爆弾によって部分的に、しかし激しく破壊さ
れた。1964 年に廃墟が取り壊され、同所に Bayerische Landesbank が建設された。1984 年には
Brienner Straße と Türkenstraße の角に記念銘板が設置された。 
 






－ナチ党本部（NSDAP-Parteizentrale）Brienner Straße 45「褐色館（Braunes Haus）」 
ナチ党は 1930 年 7 月、ブリエンナー通り（Brienner Straße）のバーロウ宮殿（Palais Barlow）
（1828 年建築）を購入、ヒトラーお気に入りのミュンヘン出身の建築家、パウル・ルートヴィヒ・
トロースト（Paul Ludwig Troost）による改装の後、1931 年 1 月 1 日にここを新たな党本部とし
た。「褐色館」という名前は、党の制服の色に由来する。 
第二次世界大戦で破壊され、1947 年に取り壊された。2006 年、ここにナチ・ドキュメントセ
ンターの建設計画が浮上、2015 年 5 月 1 日にオープンした。 
  
http://www.morgenpost.de/kultur/article1902471/Muenchens-Braunes-Haus-macht-weiter-Aerger.html 
Richard Bauer, Ruinen-Jahre, Hugendubel, 1983, S.102 
 
 
3)「記憶の傷跡」プロジェクト（Wunden der Erinnerung） 
1993 年から 1995 年、2 人の芸術家、ベアテ・パッソウ（Beate Passow）とアンドレアス・ヴ






1848‐1868 年 ルートヴィヒⅠ世の引退後の住居 
1887‐1918 年 ルートヴィヒⅢ世の住居 
1919 年 バイエルン共和国の活動員会の会議場 
ナチ独裁政権下にはゲシュタポの本部 
1944 年 爆弾により破壊          (Foto, Maeda, 2014) 
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 第二次世界大戦の終結までに、ミュンヘンには 48 の地上および地下防空室が建設された。 
 
－ブルーメン通り(Blumenstraße 22) 
 1941 年建設。平面積 14×14m、高さ約 18m、外壁の厚さが 1,3m にまで及ぶ（地下部分は 1,8m









Elisabeth Mick, „Mit der Maus durch München  Stadtgeschichte für Kinder“, J.P.Bachem 
Verlag, 2012 
Maik Kopleck, „München 1933-1945“, H.Links Verlag, 2011 
Richard Bauer, „Fliegeralarm“, Hugendubel, 1987 







ミュンヘン史跡めぐり Gedenkstätten und Denkmäler in München 
～ナチの台頭、その犠牲者と抵抗者～ 
 




ー・ベオバハター（Völkische Beobachter）」が創刊され、1923 年 11 月にはここミュンヘンでの
ちの総統がクーデターを試み、1930 年 10 月にはヴィッテルスバッハ宮殿にゲシュタポの本部が、
1931 年 1 月にはバーロウ宮殿にナチの党本部が設立された。こうしてミュンヘンでは、ナチの法
律によって全国で慣例化する以前から、多くの悪行・非行がなされたのだった。1933 年にはミュ
ンヘンはヒトラーによって「ドイツ芸術の首都（Hauptstadt der Deutschen Kunst）」と呼ばれ、
1935 年にはナチ台頭に重要な役割を果たしたことから「運動の首都（Hauptstadt der Bewegung）」
と呼ばれた。また、ここミュンヘンで最初の強制収容所が計画され、1933 年 3 月には実際にミュ
ンヘン市の入り口に強制収容所が建てられた。そこでは、30 以上の国から 20 万人以上の人たち
が収容され、4 万 1,500 人が殺害された。 
 
略年表            
1889 年 4 月 2 日  アドルフ・ヒトラーがオーストリア・ハンガリー帝国で生まれる。 
1913 年 5 月  ヒトラーがミュンヘンに移住。第一次世界大戦では、志願兵としてド
イツ軍（バイエルン軍）に従事。 
1919 年 1 月  ミュンヘンにてドイツ労働者党（Deutsche Arbeiterpartei: DAP）が
設立される。同年 9 月、ヒトラー加盟。 





1923 年 11 月 8－9 日 ミュンヘン一揆           
 
1925 年 2 月 27 日 「ビュルガーブロイケラー（Bürgerbräukeller）」でナチ党再結成。 
1932 年   ヒトラーがドイツ国籍を取得し、大統領選に出馬。 
 
1933 年 1 月 30 日 ヒトラー内閣発足          
1933 年 3 月 22 日 ダッハウ強制収容所の運営開始 
1938 年 6 月  ミュンヘンの中央シナゴーグ（Hauptsynagoge）が破壊される 
 





1939 年 11 月 8 日 ゲオルク・エルザー（Georg Elser）がビュルガーブロイケラーでヒト
ラー暗殺を試みる。 
1943 年 2 月 18 日 反ナチ抵抗運動グループ「白バラ」のショル兄妹がミュンヘン大学で
ビラをまく。 
1943 年 2 月 22 日 シ ョ ル 兄 妹 が ミ ュ ン ヘ ン ・ シ ュ タ ー デ ル ハ イ ム 刑 務 所
（München-Stadelheim）で処刑される。 
1945 年 4 月 9 日  ゲオルク・エルザーがダッハウ強制収容所で殺害される。 





 1923 年 11 月 8-9 日にヒトラー率いるナチ党がヴァイマール共和国打倒を目指してクーデター
を起こした（ミュンヘン一揆）。その際、ヒトラー率いる反対勢力と、警察隊が将軍廟の前で衝突。
ここでの銃撃戦により、警察官 4 名とヒトラー側の反乱者 16 名が死亡した。ヒトラーは後に政権
をとると、1933 年 11 月 9 日には将軍廟を神聖な場所とし、以後、毎年 1923 年の歴史的な行進
を模倣する儀式を行い、16 名の「殉教者」たちを弔うこととした。廟の東側には記念碑が建てら
れ、「君たちこそが勝利者だ（Und Ihr habt doch gesiegt）」という碑文と 16 名の名前が書かれた
銘板が置かれた。そこは、SS によって昼も夜も警備され、通り過ぎる人たちは「ヒトラー式敬礼」
をすることとされた。 
    
http://www.thirdreichruins.com/ 
 
















































2) ヒトラーの台頭 ：ナチ党統括地区（Parteiviertel der NSDAP） 
－Königsplatz と Karolinenplatz 






1936 年 11 月 9 日、儀式パレード。                          (Foto, Maeda, 4.2014) 
(„München-»Hauptstadt der Bewegung«“, Münchner Stadtmuseum, 2002, S. 337) 
 
－ゲシュタポ本部（Hauptquartier der geheimen Staatspolizei）Brienner Straße 20 
1933 年 10 月、ヴィッテルスバッハ宮殿（Wittelsbacher Palais）（1848 年建設・ゴシック様式）
にゲシュタポ本部が設置された。1934-35 年からはゲシュタポの監獄や拷問と尋問の場所もあっ
た。監獄にはショル兄妹も 1943 年 2 月 18 日から 22 日まで収監されていた。 
1944 年に連合軍の爆弾によって破壊された。1964 年に廃墟が取り壊され、同所に Bayerische  









－ナチ党本部（NSDAP-Parteizentrale）Brienner Straße 45「褐色館（Braunes Haus）」 
ナチ党は 1930 年 7 月、Brienner Straße のバーロウ宮殿（Palais Barlow）（1828 年建築）を
購入、ヒトラーお気に入りのミュンヘン出身の建築家、パウル・ルートヴィヒ・トロースト（Paul 
Ludwig Troost）による改装の後、1931 年 1 月 1 日に新たな党本部となった。「褐色館」という
名前は、党の制服の色に由来する。 
 







－1938 年 11 月 8 日のポグロム記念銘板  




ミュンヘン市内では 2 つのシナゴーグに火がつけられ、約 1,000 人のユダヤ人男性が逮捕され
るか連れ去られた。彼らの多くはいわゆる「保護拘禁」としてダッハウ強制収容所に入れられた。
また、42 のユダヤ人商店が被害にあった。 
  (Fotos, Maeda, 4.2014) 
 かつてのミュンヘン市長で「忘却への抵抗・民主主義への賛同（Gegen Vergessen und für 




－ウールフェルダー・デパート（Kaufhaus Uhlfelder）Rosental 16 
 1878 年、ユダヤ人のハインリッヒ・ウールフェルダーが、家庭用品や装身具を扱う店としてウ
ールフェルダー・デパートをオープンした。1930 年には 7,000 qm の敷地で約 1,000 人の従業員
を抱える、ミュンヘンで 2 番目に大きなデパートとなった。1938 年 11 月 9-10 日のポグロムの
夜、ウールフェルダー・デパートは荒らされ、物品を奪われ、放火された。その間に、後継者の
マックスと彼の息子は約 1,000 人のユダヤ人とともにダッハウ収容所に送られた。 



















1938 年 6 月、すでにポグロムの夜の数ヶ月前に、ヒトラーが「交通技術上」の理由から個人的
に出した命令をもとに、宣言大臣のヨセフ・ゲッベルス（Joseph Goebbels）が中央シナゴーグを
破壊するよう指示した。11 月 9 日のポグロムでは他の 2 つのシナゴーグも放火によって破壊され
た。 





















   
(Fotos, Maeda, 2014)
ここに、1883 年から 87 年
に建てられたイスラエル宗
教共同体の中央シナゴーグ
があった。これは 1938 年 6
月のユダヤ人迫害の時代に







ヨハン・ゲオルク・エルザー（Johann Georg Elser） 
 1939 年 11 月 8 日、ミュンヘンのビュルガーブロイケラーでヒトラー暗殺を試みる。爆弾は計
画どおり 21 時 20 分に爆発したが、ヒトラーが予定よりも短めに演説を切り上げてその場を去っ
たために、失敗。これによって 8 人が死亡、60 人以上が負傷した。エルザーは逃亡するが、コン
スタンツで逮捕され、その後ザクセンハウゼンとダッハウの強制収容所に収容された。1945 年 4
月 9 日、ダッハウ強制収容所で殺害された。 
 
－ビュルガーブロイケラー（Bürgerbräukeller） Rosenheimer Str. 29 



















（1939 年 11 月 8 日ビュルガーブロイケラーでの暗殺） 
ズィルケ・ヴァーグナー作 







蛍光灯は 21 時 20 分から 21 時 21 分の








年 11 月 8 日にアドルフ・ヒトラーの暗殺を試みた。
彼はそれによって、ナチ党によるテロ政権を終わ
らせようとした。その計画は失敗した。ヨハン・
ゲオルク・エルザーは 5 年半拘留され、1945 年 4
月 9 日にダッハウ強制収容所で殺害された。 




白バラ・ショル兄妹（Hans Scholl, Sophie Scholl） 
ハンス・ショル、ゾフィー・ショル、アレクサンダー・シュモレル、クリストフ・プロープス
ト、ヴィリー・グラーフら 5 人の学生とクルト・フーバー教授（Professor Kurt Huber）による
「白バラ」は、1942 年 6 月から 43 年 2 月にかけて 6 枚のビラ（Flugblätter）をガリ版で作成し、
郵送や配布によって、人間の権利と自由を取り戻すことと戦争の終結を呼び掛けた。1943 年 2 月
18 日、ミュンヘン大学で 6 枚目のビラ配布中にハンスと妹のゾフィーが逮捕された。 




‐ミュンヘン大学 ・白バラ記念館（DenkStätte Weiße Rose） Geschwister-Scholl-Platz 1 
     (Fotos, Maeda,2014) 
  大学構内（ビラを撒いた場所）                ショルの銅像           レリーフ   
 ミュンヘン大学の吹き抜けには、1953 年以降、学生抵抗グループのメンバーで処刑された 7 名
を思い起こさせるブロンズのレリーフがある。 
また、1997 年には大学との提携により、白バラ財団が、ショル兄妹を含めたメンバーを称え、










－記念碑（Zum Erinnern zum Gedenken）Odeonsplatz 
 4 つのフットライトに囲まれた地面の上に、黒く研磨された真四角の石が置かれている（長
さ 1,6m、重さ約 12 トン）。立方体の 2 つの面には、レオ・コルンブルスト教授の筆跡によるテ
キスト「思い出すために、偲ぶために（Zum Erinnern zum Gedenken）」が彫られている。その
下には、様々な抵抗運動のグループのイデオロギーや個人の証言に関する抜粋が続く。そのうち
の一つが、白バラの 5 枚目のビラの引用である。 










  (Foto, Maeda, 4.2014) 
 
－墓地（Friedhof am Perlacher Forst）Stadelheimer Str. 24 




レズィー・フーバー（Resi Huber） Resi Huber Platz 
 1920 年 12 月、ダッハウ生まれ。1942 年から 1944 年まで、ダッハウ強制収容所の「プランテ
ーション」の会計課に勤務。その間、収容所の囚人とその家族との手紙および小包のやりとりを
手伝ったり、郵便物の中身を食料と入れ替えたりした。1945 年 4 月にはナチの抵抗運動グループ
「バイエルン自由行動（Freiheitsaktion Bayern）」にも参加した。 





5）犠牲者追悼 ～ 忘れないために 
－ナチズムの犠牲者広場（Platz der Opfer des Nationalsozialismus）Brienner Strasse 14 
 第二次世界大戦の終結および「第三帝国」の崩壊から約 10 ヶ月経った 1946 年 3 月、当時の市







 その後 1980 年代に、石を置いただけという暫定措置に対する反対の声が高まり、1985 年 11




まれた。横 18,5m、高さ 1,3m のブロンズのプレートには、「ナチの暴力支配の犠牲者を偲んで（Im 
Gedenken an die Opfer der nationalsozialistischen Gewaltherrschaft）」と刻まれている。 
    
(Fotos, Maeda, 5.2014) 
 
【参考文献】 
„Nationalsozialismus in München“, Stadtplan, Hrsg. Münchner Stadtmuseum und 
Kulturreferat der Landeshauptstadt München, Landeszentrale für politische 
Bildungsarbeit 
„München-»Hauptstadt der Bewegung«“, Münchner Stadtmuseum, 2002 
Themen Geschichts Pfad, Orte des Erinnerns und Gedenkens, Landeshauptstadt München, 
2012 
„Vom Odeonsplatz zum Königsplatz“, Museums-Pädagogisches Zentrum München, 2010  



























































アドルフ・ヒトラーが首相に任命されてから数週間が経った 1933 年 3 月 22 日、ダッハウにあ
る武器・爆弾工場の廃墟に、政治犯のための強制収容所が創設された。ここから、ダッハウにお
ける恐怖管理システムの歴史が始まった。 











ーテンドイツ地方から、1939 年 3 月にはチェコ、戦争開始後はポーランド、ノルウェー、ベルギ
ー、オランダ、フランスから囚人がやってきた。最終的にドイツ人囚人は少数派になった。最大
グループはポーランドで、それにソ連が続いた。1933 年の建設から、1945 年 4 月 29 日のアメリ
カ軍による収容所解放までの 12 年の間に、30 以上の国から 20 万人以上の人たちが収容され、4
万 1500 人が殺害された。 








門「働けば自由になる（Arbeit macht frei.）」 













一つだったからである。今日、門のアーチの壁には、1945 年 4 月 29 日にアメリカ軍によって収
容所が開放されたことを記念する 2 つの銘板が置かれている。 
 
②監 獄 

































KZ ダッハウ 1939～42 年
⑤展示 8～12： 
KZ ダッハウ 1942～44 年 
⑥展示 13： 
















            
(Foto, Ushizaki, 2013)                           (Foto, Maeda, 2014) 
⑥点呼場 
 国際慰霊碑と 2 つのバラックの間に、かつての点呼場が広がっている。毎朝毎夜、囚人たちを
数える点呼場として、または罰を公開で行う際に使用された。 
 

























1940 年の最初の火葬場と、1942 年と 43 年に建てられたいわゆるバラック X がある。さらに
処刑場の後ろには、ソ連の戦争捕虜ないしゲシュタポの囚人たちが処刑された場所がある。 
   
古い火葬場            バラック X            消毒室        (Fotos, Maeda, 2014) 
 
⑬ロシア正教礼拝堂 
礼拝堂は 1995 年 4 月 29 日に落成式を迎えた。 
 
